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G6タンクエリア B1タンク側面フランジ部から内堰内への
水滴下事象について
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事 象（１／２）
1

１．事象
Ｇ６タンクエリア Ｂ１タンク側面フランジ部から内堰内への水滴下事象について

２．時系列
６／２６ ８：１５ タンクパトロール作業員より

Ｇ６エリアＢ１タンク側面フランジ部より内堰内への滴下を発見
５～６滴／１秒。堰内水位４～５ｃｍ変化なし。

８：１６ 外堰の排水弁「閉」操作
８：２９ 外堰への漏えいがないことを確認（漏えいは内堰内に留まっている）

１０：００ 当該部からの漏えい水が内堰内に落ちないよう養生実施
１５：００ 緊急移送先準備のため、Ｇ６－Ｃ２～Ｃ８の連結弁「開」操作実施
１５：１５ Ｇ６－Ｂ１ → Ｇ６－Ｃ８移送準備作業開始
２０：２５ 移送作業開始 Ｇ６－Ｂ１：９２．２％

６／２７ ０：４０ 移送作業終了 Ｇ６－Ｂ１：９２．２↓２０．６％（約３８０ｍ３）
漏えい停止確認
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事 象（２／２）
2

３．漏えい水（性状）
・漏えい水（Ｇ６－Ｂ１）

全β ： ９．６×１０４ Ｂｑ／Ｌ
Ｃｓ－１３４：１．１×１０２ Ｂｑ／Ｌ
Ｃｓ－１３７：５．９×１０２ Ｂｑ／Ｌ

・堰内水
全β ： ４．１×１０３ Ｂｑ／Ｌ
Ｃｓ－１３４：検出限界値未満（検出限界値：６．８×１００ Ｂｑ／Ｌ）
Ｃｓ－１３７：１．７×１０１ Ｂｑ／Ｌ

４．漏えい量
約７２Ｌ（現場状況より、６Ｌ／時間＊１２時間）
・約１０分滴下した水を測定したところ約１Ｌだったため、６Ｌ／時間
・前回パトロール時間が前日の２２時なので、止水養生を終えた本日１０時までの１２時間

（当該エリアのタンクは１日４回のパトロールを実施中）

５．推定原因
・締結ボルトの緩み，外表面の損傷等はないことから，ガスケットの何らかの不具合と推定

６．対策
・当該タンクは今後汚染水の受け入れは実施しないとともに，フランジタンクから溶接タンクの切り

替えを継続して進めていく
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漏えい箇所
3

G6エリア

G6-B1タンク

漏水箇所
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漏えい状況・応急処置
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G6-B1タンク

養生実施

かぼちゃタンク
受け設置

滴下養生
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参考：Ｇ６－Ｂ１タンク使用履歴
5

５月１６日 ７時：６７．１％（Ｇ６－Ｂ注ぎ足し前水位）
１１時：注ぎ足し開始

５月１８日 ７時：９２．９％（Ｇ６－Ｂ注ぎ足し後水位）
９時：Ｇ６－Ａ受入のため、Ｂ１，Ｂ９を連結し、

Ｂ１，Ｂ９を経由しＧ６－Ａ受入
※Ｇ６－Ａ１に受入配管がないため

１６時：７３．７％（Ｇ６－Ａ連結による水位降下）

５月１９日１６時：９２．５％（Ｇ６－Ａ注ぎ足し後水位）
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